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第1606回例会
令和元年11月７日（12：30～13：30）

○ソング
　◦国歌（君が代）
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（ダルライザーの和知健明さん、ようこそ白河西ＲＣへ。映画のＤＶＤ化、おめでとうござい

ます。ロータリー財団の金田昇委員長、卓話ありがとうございました。次年度の地区補助金獲得に向けて、更
なるご協力をお願い致します。）

　◦永野文雄会員（ゲストの和知健明様ようこそ。ダルライザーご苦労様です。ロータリー財団委員長金田パス
ト会長さん卓話ありがとうございます。）

　◦金田昇会員（ダルライザー君、ようこそ！本日は財団委員長としてお話を聞いていただきました。ご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。中目会長、神職２級上昇進おめでとうございました。）

　◦横田俊郎会員（誕生日のお祝いを頂きました。ありがとうございました。）
　◦鶴丸彰紀会員（先月結婚記念日のお祝い及び先週

届きました。おいしい新米を頂きました。ありがと
うございます。また個人的なお知らせですが、先月
「引越し」をして白河市昭和町の住所になりました。
電話番号などは一切変わりません。宜しくお願い致
します。）

　◦山田顕一郎会員（結婚記念日のお祝いありがとう
ございます。まだまだ子育て先が長いですが頑張り
ます。）

　◦青木大会員（10月25日、21回目の結婚記念日を迎
えることができました。銀婚式、金婚式を迎えられ
る様に頑張ります。あ‼バーディー取ったのでスマ
イルします。）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２７名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 １名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ７名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３５名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５１
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６８．６３％

第1606回例会出席状況� （R元年11月７日)
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本日のプログラム
■会長の時間� 中目公英会長
　皆さん、こんにちは。11月第1回目の例会にご出席を
いただきましてありがとうございます。月初めの例会は
盛り沢山な内容でございますので、会長の時間は短くし
たいと思っております。まず初めにお客様をご紹介させ
ていただきます。ダルライザーで仮の姿の和知健明さん
です。この後、ＰＲタイムということで一言ご挨拶を頂
戴したいと思います。それから、皆さん方もう既に新聞
テレビ等々でご承知だと思いますが、首里城の正殿の火
災という思わぬことが起こってしまいました。我がクラ
ブは、沖縄コザロータリーと友好姉妹クラブになってお
ります関係上、何かしないといけないんじゃないのかな
と、あのニュースを見ながら思っておったところでござ
います。台風19号の災害等々のほうもありますが、首里
城の火災に対して我がクラブとしてコザロータリーさん
を通じて、沖縄のほうに何某ら義援金みたいなものを差
し上げることを考えたほうがいいのではないか、そのよ
うに思っておるところではございますが、その件につき
ましては理事会を通し、またシスター委員会等々を通し
まして、決まった段階で正式な形で皆さん方にご紹介を
させていただきたいと思います。この11月はロータリー
でいうとロータリー財団の月間になっております。プロ
グラムの中で今日はロータリー財団委員会の金田昇委員
長さんのほうから、財団につきまして詳しくお話をして
いただくところであります。昨年の12月の年次総会以来、
我がクラブはロータリー財団並びに米山に対する考え方
をある程度固定化しまして、それぞれ各会員が五千円づ
つ普通寄付を出すと。さらに今年、私の年度、金田財団
委員長のお計らいによりまして、10万円一口の篤志のほ
うはもう既に3人分協賛しておりますし、米山に関しま
しても居川委員長のお計らいで3人30万の篤志寄付を出
しましたので、私の年度は取りあえず出すだけは全部で
出したぞという形にはなっております。これから先は、
私の年度ではなく次の吉野エレクトの年度で沢山協力し
た財団分を貰って大きい事業をしましょうということで
ございます。ますます、来年の吉野年度の人事構想が今
活発になっているところでございますから、何回も申し
上げますが声がかかった時には、皆、はい喜んででひと
つそれぞれのお役を受けていただければと思います。簡
単ではありますが今日の会長の話と代えさせていただき
ます。今日はどうぞよろしくお願いいたします。

■幹事報告� 兼子聡幹事
◦大船渡ロータリークラブ：御礼状
◦ガバナー事務所：出版物ご案内
◦一般財団法人バギオ基金：バギオだより

◦ガバナー事務所：４クラブ合同事務所移転のお知らせ

■お客様の挨拶
◦ダルライザー　和知健明様

　皆様、こんにちは。大変お世話になっ
ております。ダルライザープランニング
の和知健明です。皆様には映画を作る際
に、一番最初にお話しさせていただいた3
年半くらい前の時に協賛のお願いに来て

以来ですので、その時にご協賛いただいたおかげで映画を
完成させることができまして、今日はＤＶＤが出来上がっ
たのでそのお届けと、あと報告をさせていただこうと思っ
て来させていただきました。どうぞよろしくお願いいたし
ます。2015年の4月から始動しましたこの企画が、ようや
く実を結んで映画公開をできましたのが2017年の7月29日
からでした。7月29日から、信金さんの新白信ビルで20日
間公開をさせてもらって、正直ＰＲさせていただく時も白
河市のＰＲのためにダルライザーを題材にするので、もう
ちょっと子供たちとかも来てくれて、すごく出だしは行け
るんじゃないかと思っていたんですけど、いざ蓋を開けて
みると平日は1日最大3人とかしか入らなくてですね、例え
白河市を題材にしてあったとしても、見やすいヒーロー
ものだとしても厳しいんだなというところを感じながらス
タートしたんですが、お盆明けぐらいから見てくださった
方が非常に良い映画だったと言っていただきまして、そこ
からの伸びがすごくて1日4回上映してたんですけれども、
1回に80人から100人、最終日は200名入りました。最終的
に20日間で3382名の方に見ていただいて、そのおかげでイ
ンターネットで話題になりまして、東京の映画館、池袋の
シネマロサという所から声をかけていただいて東京上映を
実現いたしました。一番最初に作った映画が145分という
長尺だったもので、その勢いで広がっていくかなと思った
のですが、今度は時間の問題がありまして、映画館として
はオープン時間からクローズまでの間で何回かけられるか
というところで映画の長さがネックになりまして、作品を
紹介して営業をかけると面白いねとは言ってくれるのです
が、上映時間を話すといや長いから無理だなということで
断られ続けまして、今度は短く編集して2時間以内に編集
したものを上映しようということで、これも簡単に縮める
ことできるかなと思ったんですけども、思った以上に伝え
たいことを残したまま編集するというのが難しくて、編集
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するだけで半年かかりました。ぽんと閃いたことによって
一気に縮んだんですけども、それが思い浮かぶまでは頭の
中が追いつかないくらいのスピードになってしまってて、
映画も発明と一緒だなとは凄く痛感したんですけれども、
その際にまたクラウドファンディングということで一般の
方からインターネットを通して協賛を募りまして、今年の
3月から全国に宣伝をして全国10か所で上映というものを
やらせてもらったんですけども、やってくれる劇場さんは
白河だともうなくなっちゃいましたけど、いわゆる白劇の
ようなああゆう感じの所で、まだ長く続けてらっしゃるよ
うな劇場さんで、なかなか今風のシネコンというような華
やかな場所じゃなかったものでなかなか集客も厳しくて、
結構映画産業自体は大変だなとは思っていたんですけれど
も、ざっくりと皆様にご協賛様なので報告させていただく
と、大体今までに3,300万円ほどかかってまして売り上げ
自体は1,000万円位、このような感じになっております。
こちら11月8日から全国のツタヤさんでレンタルが始まり
ます。あとゲオとかアイチューンズとかグーグルプレイと
かスマホでも配信というものが始まりますので、今度はこ
ちらでできるだけ白河市を知っていただけるようにＰＲし
ていきたいなと思っております。こちら皆様にご協賛いた
だきました返礼品としましてＤＶＤをお持ちさせていただ
きましたので、もしよかったら回して見ていただいても結
構ですし、もしご購入いただけるようでしたらそちらで
買っていただいても大変ありがたいなと思っております。

■委員会報告
◦親睦委員会� 大竹憂子委員
・誕生日
　横田俊郎会員
　車田裕介会員
・結婚記念日
　遠藤敦会員
　安部和夫会員
　運天直人会員
　兼子聡会員
　山田顕一郎会員
　須藤正樹会員

◦雑誌広報委員会� 安部和夫委員長
　こんにちは。「ロータリーの友」11月
号の見どころということで、私委員長の
安部から述べさせていただきたいと思い
ます。今月はロータリー財団月間という
ことで、まず左ページの3ページですかね。

「ロータリー財団　世界で良いことをする」ということで
なっておりますが、その次のページですけども世界の地図
が広がっておりまして、日本の寄付が8,446万ドル位です

が、これはほかの韓国なんかは7,824万ドルということで
ほとんど日本と変わらないということで、一人当たりに換
算するとかなり日本の寄付金が少ないということです。な
るべく寄付を出していただいて私共は貢献したいという
ふうに思っております。それから19ページに、「揺るぎな
い友情」ということで第15回ロータリー日韓親善会議とい
うことで、こういう時代だからこそちょっと日韓のほうで
ぎくしゃくしておりますが、こういう時だからこそ改めて
ロータリーが橋渡し役として友情の輪を広げるということ
で、いろんなイベントの紹介がされております。各々後で
目を通していただきたいと思います。それから、30ページ
に写真で綴る100年ということで、日本のロータリー、そ
の当時は70区ということなんですが、日本全体で70区とい
うことで割り当てられて、1929年に地区大会の写真が載っ
ております。京都でやったそうですが400人くらいの出席
者ということで、なんかこじんまりした地区大会だったわ
けですが、写真の中で真ん中のほうのテーブルで立って
モーニング姿でおられるのが米山梅吉さんでございます。
その時、ガバナーで再任されたばかりの時の地区大会だそ
うです。この服装を見ますと、なんかすごい正装でお相撲
の行司さんみたいな格好してる人がいっぱいいるので、こ
の当時の正装はこういう形なのかなと思って改めて面白い
写真だと思ってご紹介したいと思います。それから、その
隣にパズルでロータリーということで、上のほうで数字が
出ておりまして、これを私たまたま時間があったものです
から、ここでやってみたら結構頭の体操ですごく面白い
です。ロータリアンでなくてもご家族でも楽しめますので、
皆さんでご活用いただければと思います。それから縦ペー
ジの4ページに「ポリオ根絶に向けて我がクラブの先輩」
ということで、その麹町ロータリークラブというのがポリ
オの国際的なプログラムになる先駆けになったという紹介
記事であります。その麹町の先輩である山田さんと峰さん、
そのお二人が先駆けてインドに行って私財を投げうって自
分みずからでワクチン投与をやったということで、それが
国際ロータリーのポリオ撲滅の運動の先駆けになったとい
う記事でございます。後でお目を通していただきたいと思
います。

■本日のプログラム
ロータリー財団委員会
◦金田昇委員長�

　皆さん、こんにちは。今月は、ロー
タリー財団委員会担当ということなの
で、財団の強化月間というふうなことで
すので財団について少し話したいなとい
うふうに思ってはいるのですが、財団の

仕組みとかやるべきことということに関して、自分なりに
ちょっと思ってることをお話しさせていただきたいと思
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います。ですから、委員会の委員長としての話というより
は、ロータリアンとしての財団に対する考え方とか奉仕活
動についてのことでちょっとお話をさせていただきたいと
思いますので、一応スライドを作ってきましたので見てい
ただければよろしいかなと思います。スライドの読み上
げみたいな形になっちゃいますので、ご覧になっていただ
けたらと思います。それでロータリークラブって何だとい
うようなことと、あと社会奉仕、国際奉仕というものが大
切だということの一つの例としまして、先日、緒方貞子
さんがお亡くなりになられました。元国連の高等弁務官で
あり、ロータリー国際親善奨学生の方ということが皆さん
ご存じの通りだと思っております。非常に国際貢献なさら
れて、日本の外国に奉仕する活動の先駆け的なことをされ
ました。緒方貞子さんは、日本人交換奨学生といわれまし
た。彼女のお話の中に超我の奉仕というロータリーのモッ
トーに深い感銘を受け、以来これが私の人生の指針となっ
てきましたと仰っております。それから、その中で彼女が
思い描いていたことの中に、下のほうにあるんですが、私
たちは急速に変化する世界にきています。世界がこれまで
になく複雑な脅威にさらされている中で、市民社会や人々
の繋がりがこれまで以上に重要性を増しています。という
ことを仰られておりました。このような方を輩出したロー
タリーの精神、またロータリーの役割というのは大きいな
ということを改めて感じさせられました。緒方さんのご冥
福をお祈りしたいと思います。ロータリーって何をするべ
きなのかということで、ちょっと考えてみます。ロータ
リークラブの入会の目的とか目標とか、何故入ったのとい
うことの中に親睦とかいろいろな職業奉仕だとかいろいろ
ありますけども、その中に大きな柱として国際奉仕という
ふうなことがあるのかなと思っています。「ロータリーの
友」の中に必ず書いてある記事がこれですね。ロータリー
の目的というのが、必ず毎月毎月書いてある記事なんです。
これを忘れるとロータリーとしてあり得ないということ
で、もう一度復唱させてもらいますと、ロータリーの目的
は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励しこれを
育むことである。4つあるんですけれども、知り合いを広
めることによって奉仕の機会とする。職業とか親睦とかい
うことだと思います。2つ目は、職業上の高い倫理基準を

保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に
奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なもの
にすること。仕事に対する考え方ですね。3番目に、ロー
タリアン一人一人が、個人として、また事業及び社会生活
において、日々、奉仕の理念を実践することということが
あります。4つ目に、奉仕の理念で結ばれた職業人が、世
界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進
すること。これこそロータリークラブのインターナショ
ナルな活動の根源ではないかなと思います。国際ロータ
リーの基本のホームページの中に、参加しようという呼び
かけがあります。地元の町や世界をより良くしたい人であ
るロータリーの世界120万人の会員は、世界で、地域社会
で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化を生むた
めに人々が手を取り合って行動をする世界を目指していま
すということです。私たちもクラブの中で58名いるんです
けど、この120万分の58という感覚を忘れないでほしいな
というふうに思っております。財団の話となります。私た
ちが世界の奉仕活動をするために何をするかということに
なると、まずやるべきことできることになりますと財政的
な寄付活動ということであります。私、常々思ってるんで
すけども、いろんな寄付行為ってあると思うんですね。ユ
ニセフとか赤十字とか、いろんな発展途上国に対する支援
活動とかいろいろあるんですけども、果たして私たちが寄
付したお金がどのように使われて、どのくらい現地に行っ
てどう役立ってるかというのはなかなかわからないと思う
んですね。ユニセフで今日もユニセフからなんか寄付の案
内が自宅に届いてました。それに毎日100円、1か月3,000
円、年間36,000円やれば子供がこのくらい助かりますよと
言いますけども、果たして私たちの寄付したお金が本当に
そこにどのくらい行ってるのかというのははっきりわから
ないですけど、ロータリーが財団を通して寄付したお金の
使い方というのは非常に明確になっております。ここが
一つのポイントだと思いますね。それと同時に、財団で寄
付したお金がどのように使うかということをチェックする
と同時に、自分たちがこういう事をしたい、こういうふう
な奉仕活動をしたいので、そのお金を使わせてくれという
ことができるという団体であるということをもう一度認識
してほしいという思いを持っております。簡単に青枠のと
ころだけお話させていただきますと、ロータリー財団は寄
付を受け取り、ロータリークラブや地域の人道的及び教育
的活動でロータリー財団が承認したことに補助金を提供す
る非営利法人と定義されていますということです。これは
もう基礎中の基礎ですね。それから、ロータリー財団の使
命。何をしなくちゃいけないかというと、ロータリアンが
人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救
済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成するよ
うにすることが、ロータリー財団の非営利組織であるため
にこれが可能であるということであります。それでは、ど
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のように寄付をしていくのだということの中でロータリー
財団のもう知ってる方もいらっしゃるし、なかなかこうい
うロータリー財団の寄付とか仕組みについてわからない方
がいらっしゃいますので、少し説明させていただきますと、
寄付の形が3つほどありまして、年次基金。毎年、続けて
奉仕するための基金として使うこと。それから、恒久基金。
これは基本的財産として元金を使わず、その運用益のほう
を使って奉仕活動をするというのですね。それから、使途
指定寄付。俗に先程ちょっと「ロータリーの友」にもあり
ましたけど、ポリオプラスなど、ポリオプラスのために寄
付しますよというような寄付の仕方があります。当クラブ
ではなかなかないんですけど、ほかのクラブでポリオのた
めの募金箱というのを置いて、例会時にそこに500円とか
1,000円とか2,000円とかを入れてくクラブもあります。こ
れは使途を指定する寄付であります。私たちが俗に言って
いるロータリー財団の、先程会長から言った30万、3人で
1,000ドルづつというのは年次基金のほうに入りますので、
その3つがあります。そのほかとして、個人でロータリー
カードを使っていただいたり、ダイナースクラブカードを
使ったりすると、その利用金額の何パーセントという形で
自動的に財団に寄付されるという仕組みもあります。是非、
ロータリーカードを作ってみたいという方がいらっしゃれ
ば、そういう形での貢献ということでもできます。ただ、
このことに関しましては使途がどうなっている、使い道が
どうなるということがなかなかチェックできないとこにな
りますので、上の年次基金とか使途指定寄付なんていうの
が直接的に目標を持ってできるのかなと思います。それか
ら、ロータリー財団の活動方針というのがありまして、こ
れは先程ちょっと話したようなことなんですけども、地区
財団活動資金の活用は地区でもクラブでも常に公平透明か
つ高潔性を持って使えるということで、クラブでも使えま
すよというふうなお話です。目標としてこの4つ5つほどの
ものがあるんですけども、読ませていただきますと継続的
な寄付を通じてロータリー独自のかつ唯一の慈善事業を支
援することができます。それから、持続可能な教育的、人
道的なプロジェクトに参加することで、新しいプロジェク
トの発展を確かなものとする。ロータリー平和センタープ
ログラムの推進と広報を通じて世界理解、親善平和を育
む。ポリオを撲滅する。それから、ロータリー財団の未
来のためにロータリアン一人一人が自覚しようというこ
とがロータリー財団がやっている活動であります。私た
ちも地区の財団へ行くとこんなふうなことを勉強しろと
いうことで啓蒙されて帰ってきます。それから、地区と
して地区の財団として10項目くらいの目標を持ってやっ
ております。特に大事なのは、やっぱり必ず寄付したも
のを使ってくださいというようなお話をされます。今週
末にまた財団のセミナーがあるんですけども、是非クラ
ブで使ってくださいという話です。後程、金額的なもの

も出てくるんですけども是非活動に活用してくれという
ふうなことです。財団活動についてもう少し掘り下げま
すと、財団の活動というのは大きく分けると2つ。寄付を
集めるほう、それから使うほうという2つになります。ひ
とつお金を集めるほうは寄付といってお金を集めますと
いうことで、先程重複しますけども、年次基金、恒久基
金とか、使途指定基金ということで、それを財団あとは
クラブの財団委員会で使いますよということですね。そ
れから、これは集めてくださいということですね。それ
から、寄付を使うほうに関しては、地区の補助金として
使うこと。それから、グローバル補助金として使うこと。
これを各クラブの奉仕活動とか国際奉仕活動とかいろい
ろなものに使ってくださいということが2つの柱ですね。
集めることと使うことということなんですけども、両方
ともいろんな目標を掲げさせていただいております。寄
付を集めるほうに関してなんですけども、我がクラブで
は先ほども言ったようにドナーを集めて、一人1,000ドル
3名というのがうちのクラブの目標でありまして、3名以
上にしましょうねということで3名集めました。決して会
長が言ったようにこれで終わったわけでありませんので、
今年度中に5名とか6名とか7名とかいうことで、是非ご寄
付いただいてもう少し寄付額を上げていきたいなという
ふうに思っております。それと同時に、会員全体で薄く
広く集めてということで、会費の中から一人当たり5千円
づつ寄付をさせていただいて、それを多年度に渡って例
えば10年続ければ5万円の寄付になりますし、20年続けれ
ば10万円の寄付になるということで、途中で例えば5万円
貯まったから自分であと5万円くらいプラスして、1,000ド
ルという寄付をしたいというのであればそれでも結構で
すということです。ですから、クラブで薄く広く集める
ということを今年度から始めましたのでご理解いただけ
ればというふうに思います。それから、これは今日私が
話したいことの大きな柱なんですが、寄付金を使う活動。
これを是非やってもらいたいと思います。例えば、今年
50万円寄付しましたとなると、一回財団のほうに行くん
ですけど3年後に半分、50万円の半分25万円が地区に戻っ
てきます。ですから、その25万円を原資としてクラブで
いろいろなことに使えますよということなんですね。そ
れで、そのうちの25万円分のうちの12万5千円分に関し
ては、地域内で国内でのいろいろな奉仕活動に使えます
ということですね。それとあと12万5千円分ですね。四分
の一に関してはグローバル補助金ですので、国際奉仕の
ために使ってくださいというふうなお金です。これも限
度額があるんですけども、一応是非それを使いながら自
分たちが出したお金の半分自分たちのクラブで自分たち
のやりたいことで使えるということで認識してもらいた
いと思います。それに関して、西クラブはなかなか今ま
でそういうのに積極的でなかったんですね。寄付するほ
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うもそこそこ寄付はしてるんですけど、それを使って事
業をしようとか奉仕活動しようということに対して、非
常に消極的とまでいかないんですけどなかなか活用して
なくて、今年度はまだ使えていませんというか使えませ
んでした。というのは、例えば来年度吉野年度で使いた
いと思えば、来年の2020年の3月までに申請しなくちゃな
らないので、4月、吉野年度が始まってから申請しようと
してももう無理なんですね。ですから、もう大体次年度
くらいでは35周年あるからこんなことやりたいねという
ふうな事業計画とか、委員長の中で委員会、クラブのメ
ンバーの中でこんな活動をしたらいいんじゃないかとい
うアイディアがあったら、どんどんそれをちゃんと企画
として上げて予算を作り申請をするとならないというこ
とになりますので。決して貰った寄付が活動資金を貰っ
ただけで使えるわけでないんですね。例えば、50万円の
事業をやる時に、じゃあ50万円分やるかというとそうい
うことではないので、良くて20万25万位かなと思います。
ただ、事業を奉仕活動を行うきっかけにはなると思うん
ですね。ですから、是非そういうものを使うということ
を口実に、事業を奉仕活動をやってもらいたいというふ
うに思っております。そこのところ西クラブは少し若干
弱いのかなと思いますので、35周年を契機に何かそう
いうふうな活動をしていただけたらと思います。以前に
は、結構やってました。交換留学生を受け入れをやった
り、それから那須甲子少年自然の家に行って源流の里作
りというか森作りですね。阿武隈川の源流の森作りとい
うようなことを、林さんが一生懸命やってくれたという
こともあるんですけど、その他いろんな事業をやってそ
こにいろんな予算を付けて事業をやってたんですが、最
近はちょっと少ないなというのもありますので、これか
らの少し長いスパンで事業を計画しながら、せっかく出
したお金が少し戻ってきたらば、それをきっかけとして
やってほしいなというふうに思っています。また、この
後は地区資金の補助金の申請の仕方とか、そういうふう
なことなので詳しくはまた私も含めて財団の勉強をした
り、こういう申請できますよということをいろんなノウ
ハウを含めて蓄積しておきますので、わからないことが
あったら聞いていただいて私の答えられないことは地区
の委員長とかいろいろなところでお話をしながら、せっ
かく自分たちの浄財を活用していろんな事業を行いたい
と思います。これが財団資金の仕組みということで3年
後に戻ってきますというようなことですので、積極的に
使っていただきたいなというふうに思います。あとはこ
れは地区の申請の仕方とか、一応まとめておいたのです
けども、その辺は先ほども言ったように聞いていただけ
れば答えられるように勉強しておきます。それで最後に
なりますけども、私もロータリークラブに入ってもう長
く25年もいるわけですが、これといった活動、奉仕活動

もやってなかったので、これから少し一生懸命やろうか
なというふうに思っています。今日、バッチを付けてき
たんですけども、これはロータリーのドナーとして提供
した分に関して、2回提供したのでバッチいただきまし
た。メジャードナーとして100万円ですか、100万円です
から10回分くらいやりますとメジャードナーというよう
な名誉が得られます。別にこのバッチが欲しくてやった
わけではないんですけども、こういうことで少しでも貢
献できたのかなということを感じられるようにバッチを
付けてきました。皆さんがこういうバッチを付けている
方が沢山生まれることを願っております。何よりもいろ
んな奉仕活動あると思うんですけども、ロータリーを通
してロータリーがあるからこそ奉仕活動できるなあとい
うふうに思います。僕ももしロータリークラブに入って
なかったとしたら、何かちょっとお金をどこかに寄付し
たいと思っても寄付する先がわからない。ですから、そ
ういうどこに寄付するかわからないことのないように、
ロータリークラブに入るとどんどんどんどんいろいろな
ところで寄付するチャンス、社会奉仕をやれるチャンス
を与えていただけるロータリークラブって素晴らしいな
と思っています。そういう意味では、簡単にできること
であればやっぱり財団に寄付をし、それを使うというこ
とだと思いますので、皆さんも何か感じていただけたら、
是非今年は3名だけではなく5名でも6名でもこれからまだ
まだ募集してますので、是非お願いしたいなと思います。
つたない話なんですけども、これで2回目のロータリー財
団委員長やりました。3回目4回目は若い人たちにもっと
勉強して、次の世代にこの財団を支える力になってきた
いなと思いますので、来年の吉野会長がどういう方を委
員長に選んで、財団としても財団活動にもしっかり貢献
できるロータリークラブになってくれることを期待しま
して卓話とします。つたない話ですけども、お付き合い
いただきましてありがとうございました。

◦中目公英会長�
　ロータリー財団委員長の金田昇さん、大変卓話ありがと
うございました。吉野エレクト年度は3年前ですから、成
井パスト会長時代の財団寄付が元ですので、吉野エレクト
は成井さんによくお礼を言って地区財団補助金の獲得を目
指してください。その年、30万円だとすると先程の金田さ
んから話があったとおりシェアシステムで3年前の四分の
一ですから5万円しか貰えないのですが、実は今年の地区
の芳賀裕ガバナー、それから来年の石黒ガバナーはその四
分の一以上出すというふうに公言していますから、うまく
いくと10万弱くらい来年貰えるかもしれません。是非、頑
張って補助金の獲得にお願いをいたします。それでは、今
日の例会を閉じさせていただきます。皆さん、ありがとう
ございました。


